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地域運営組織の形成に向けた
これまでの経緯について

資料１



幌延町・地域コミュニティ形成事業 経緯

年 町と地域の動き 地域での具体の取組 備考

R元
(H31)

7月 集落支援員配置
9月 視察：芽室町、旭川市、下川町
10月 講演会（安藤周治氏）、座談会

8月 問寒別地区盆踊り
（おためし協力隊）

課題把握、地
域連携、周知
浸透

R２ 1月 講演会（松村博文氏）
4月 地域おこし協力隊着任
10月 住民ヒアリング

2月 ｽﾉｰﾓｰﾋﾞﾙﾗﾝﾄﾞ
（おためし協力隊）

【協力隊による地域活動】
10月 地域交通実験開始

＋協力隊浸透、
実証実験

R３ 2月 役場業務等棚卸し調査
10月 地域事業者団体ヒアリング 9月 暮らし応援隊開始

R4 1月 住民懇談会（本音トーク）開始
4月 地域づくり基本構想
5月 移動と暮らしアンケート
7月 審議会開始（ビジョン策定）

役場プロジェクトチーム開始
10月 視察：芽室町

【地域プロジェクト】
11月 といかん市開始

共同果樹園開始

＋懇談会、基
本構想、審議
会、PT

R5 3月 地域づくりビジョン策定
5月 地域づくりアンケート
6月 地域づくり講演会（川北秀人氏）
10月 といかん本音トーク（組織形成説明）
11月 視察：島根県雲南市

【活動のあらたなかたち検証】
8月 問寒別駅開業100周年

問寒別地区盆踊り

＋ビジョン策定
推進
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問寒別地区・地域づくりビジョン（R4～R5.３）

（１）地域づくりビジョンの目的、あゆみ
目的：いつまでも暮らしやすい地域をつくるため、問寒別
地区の未来の姿や、地域づくりに必要な取り組みなどをま
とめた道しるべ（令和５年３月完成）

問寒別地区・地域づくりビジョン

本編（出張所配置） 概要編（各戸配布）

（２）地域づくりビジョンの内容

田舎だからこそ、有るもの活かそ
う！工夫と協働のといかん

～ 地域の将来像（スローガン） ～

ビジョン基本計画（ビジョンを実現するための７つの重点項目）
１ ごちゃまぜプロジェクト（たまり場、活躍の場） ５ ずっと続く産業プロジェクト（といかん共同果樹園）

２ 多様な住まいと住み続けプロジェクト（集合住宅） ６ 小さな多機能複合拠点プロジェクト（空き家等活用）

３ 子どもは地域で育むプロジェクト（ワラベンチャー） ７ “当たり前”に新たな価値を吹き込むプロジェクト（とい
かん・みんなの市）

４ 自分ごと地域運営プロジェクト（新しい地域のかたち）

解決したい６つの地域課題（目標）
１ 幸せに住み続けられること ４ 新たな地域運営

２ 若者の移住定住の促進と住宅供給 ５ みんなの居場所（複合拠点）づくり

３ 持続的な産業 ６ 生活利便性の維持
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新しい地域、
まちづくりの姿

地域づくりビジョン：これからのまちづくりの姿イメージ

[地域]
・町内会活動
・行事、地域活動
・環境整備
・団体活動
・助け合い支え合い
・その他…

[役場]
・行政事務
・地域活動
・総務的事務
・役場で無くてもできる
作業

・その他…

・地域活動支援
・役場で無くてもできる作業
・環境整備、団体活動支援
・たまり場と作業ごじゃまぜ化
・生きがい、やりがいづくり
・専門従業員雇用
・その他…

役場も昔のようには
できなくなった部分

地域で担えな
くなった部分

新しい仕組みの
まちづくり

地域外からも
新たな担い手

集落支援センター

●仕組み
●人（担い手）

【地域運営組織】
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川北 秀人 氏
（かわきた ひでと）

令和５年６月１日（木）
１８：４５～

問寒別生涯学習センター
多目的ホール

と き

ところ

R５ 第１回審議会：地域づくり講演会（R5.6）

5

超々高速な人口減少・全国平均２０年高齢化
への備えは、時間の使い方を変えるしかない

・「団体ごとに行事」ではなく「地域のための機能・役割」への見直し
→安全安心の維持のため小規模多機能自治で機能集約化

・行事、会議、組織の棚卸し
→「行事」から「事業」へ、現場で動く、会の数だけ役がある！

自治を回復し、まち・むらの課題を、まち・むらの力で解決するために
～協働から総働・小規模多機能自治へ～
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多様な団体の併存から、総力を結集した経営組織へ

川北氏から地域へのご提案


